三経一論 by 井上 円
三
経
一
論
一
 
親
鸞
は
、
夢
告
に
よ
る
「善
信
」
と
い
う
名
告
り
を
も
っ
て
で 
な
け
れ
ば
、
法
然
の
『
選
択
集
』
の
書
写
と
真
影
の
図
画
と
い
う 
師
教
の
付
嘱
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
も
そ
れ
は 
法
然
か
ら
賜
り
書
き
入
れ
て
も
ら
っ
た
「
釈
の
綽
空
」
と
い
う
名 
の
改
名
の
許
し
を
得
て
ま
で
の
決
定
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
師
に
対 
し
て
も
少
し
の
妥
協
も
許
す
こ
と
の
な
い
、
自
ら
の
師
教
付
嘱
の 
立
場
の
表
明
、
す
な
わ
ち
仏
弟
子
の
姿
勢
の
確
認
が
あ
る
。
そ
し 
て
親
鸞
は
「善
信
」
と
い
う
名
で
確
認
し
た
姿
勢
を
生
涯
決
し
て 
改
め
る
こ
と
な
く
持
ち
つ
づ
け
た
。
し
か
る
に
『
教
行
信
証
』
の 
後
序
の
記
述
を
見
る
限
り'
夢
の
告
に
依
っ
て
、
綽
空
の
字
を
改
め
て' 
同
じ
き
日
御
筆 
を
以
っ
て
名
の
字
を
書
か
し
め
た
ま
い
畢
ん
ぬ
。(
定
本
一
・
 
三
八
二
頁
原
漢
文)
井 
上 
円
と
あ
る
よ
う
に
、
「善
信
」
と
い
う
名
は
言
明
さ
れ
て
は
い
な
い
。
 
そ
れ
は
「善
信
房
」(
『
歎
異
抄
』)
と
み
な
に
呼
ば
れ
て
い
た
た
め 
に'
「名
の
字
」
と
言
え
ば
す
で
に
し
て
わ
か
る
と
い
う
こ
と
で
あ 
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し' 
そ
う
い
う
私
的
状
況
を
考
え
る 
よ
り
も
、
後
序
は
、
「善
信
」
の
名
を
も
っ
て
師
教
を
付
瞩
し
た
が 
故
に
、
必
然
と
し
て
「愚
禿
釈
の
鸞
」
と
名
告
っ
て
生
涯
を
生
き 
尽
そ
う
と
し
た
親
鸞
の
公
の
姿
を
語
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な 
い
で
あ
ろ
う
か
。
親0
は' 
相
次
ぐ
念
仏
弾
圧
の
中
を
生
き
な
が
ら
、
そ
の
発
端 
で
あ
る
『
興
福
寺
奏
状
』
に
よ
っ
て
惹
起
し
た
承
元
の
法
難
の
中 
に
主
上
臣
下
、
法
に
背
き
義
に
違
し' 
忿
を
成
し
怨
を
結
ぶ
。
 
(
中
略)
罪
科
を
考
え
ず' 
猥
り
が
わ
し
く
死
罪
に
坐
す
。
 
或
い
は
僧
儀
を
改
め
て
、
姓
名
を
賜
う
て' 
遠
流
に
処
す
。
 
(
定
本
一±
ー
ー
ハ
〇
頁
原
漢
文)
と
、
徹
底
し
て
そ
の
弾
圧
の
理
不
尽
さ
を
見
つ
め
て
い
く
。
そ
し 
て
、
「
行
に
迷
う
て
邪
正
の
道
路
を
弁
う
る
こ
と
な
」
き
「洛
都 
の
儒
林
」
と
同
じ
質
で
、
「教
に
昏
く
し
て
真
仮
の
門
戸
を
知
ら
」 
ざ
る
「諸
寺
の
釈
門
」
の
と
こ
ろ
に
、
「
聖
道
の
諸
教
」
が
本
質
的 
に
「行
証
久
廃
」
す
る
事
実
を
見
定
め
、
「
予
は
其
の
ー
な
り
」
と 
語
る
「真
宗
興
隆
の
大
祖
源
空
法
師
、
並
び
に
門
徒
数
輩
」
の
と 
こ
ろ
に'
「証
道
今
盛
」
な
る
「浄
土
の
真
宗
」
の
事
実
を
確
か
め 
て
い
る
。
そ
こ
に
し
か
れ
ば
す
で
に
僧
に
非
ず
俗
に
非
ず
。
是
の
故
に
禿
の 
字
を
以
っ
て
姓
と
す
。
空
師
幷
び
に
弟
子
等
、
諸
方
の
辺
州 
に
坐
し
て
五
年
の
居
諸
を
経
た
り
き
。
(
定
本
一
・
三
八
一
頁 
原
漢
文)
と' 
公
事
と
し
て
名
告
る
べ
き
姓
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て 
淡
淡
と
法
然
の
入
滅
の
事
実
の
み
を
語
り
、
そ
れ
を
受
け
止
め
な 
が
ら
然
る
に
愚
禿
釈
の
鸞
、
建
仁
辛
の
酉
の
暦
、
雑
行
を
棄
て
て 
本
願
に
帰
す(
同
上)
と'
「
愚
禿
釈
の
鸞
」
を
名
告
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
法
然
と 
の
死
別
を
通
し
て
、
法
然
と
の
値
遇
が
「棄
雑
行
兮
帰
本
願
」
と 
表
現
す
べ
き
遇
教
で
あ
っ
た
こ
と
を
鮮
明
に
す
べ
く
名
告
ら
れ
た 
名
で
あ
る
。
そ
の
遇
教
の
具
体
的
姿
こ
そ
、
先
の
「希
有
最
勝
の
華
文
・
無
上
甚
深
の
宝
典
」
と
讃
嘆
さ
れ
る
『
選
択
本
願
念
仏
集
』 
の
書
写
と
、
「真
宗
興
隆
の
大
祖
源
空
法
師
」
の
真
影
の
図
画
な
の 
で
あ
る
。
そ
の
時' 
師
教
付
嘱
を
得
た
仏
弟
子
の
姿
勢
を
「善
信
」
の
名 
を
も
っ
て
受
け
止
め
な
が
ら
、
承
元
の
法
難' 
直
接
的
に
は
法
然 
の
死
を
契
機
と
し
て' 
そ
の
遇
教
・
師
教
付
嘱
と
い
う
事
実
を
確 
か
め
尺
そ
う
と
す
る
時
に
、
何
故
「
愚
禿
釈
鸞
」
「愚
禿
釈
親
鸞
」 
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
が
当
然
疑
問
と
な
る
。
す
な
わ
ち
「善 
信
」
を
止
め
る
の
で
は
な
く
、
「善
信
」
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
よ 
う
と
す
る
時
に
、
何
故
「親
鸞
」
な
の
か
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
 
そ
れ
は
ま
た
、
具
体
的
に
は
『
選
択
集
』
の
付
嘱
と
い
う
事
実
を 
「親
鸞
」
と
い
う
名
で
確
認
し
た
の
か
と
言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
 
「親
鸞
」
と
は' 
世
親
と
曇
鸞
と
い
う
二
人
の
祖
師
に
よ
っ
て
名 
告
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
『
選 
択
集
』
で
源
信
の
「総
結
要
行
」
の
文
を
冒
頭
に
掲
げ'
「
偏
依
善 
導
ー
師
」
を
言
明
し
て
結
ぶ
法
然
に
対
し
て
、
文
字
通
り
真
宗
興 
隆
の
大
祖
に
帰
す
門
徒
数
輩
の
「
予
は
其
の
ー
な
り
」
と
語
る
後 
序
の
記
述
が
、
何
故
「親
鸞
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
法
然 
の
基
本
で
あ
る
善
導
・
源
信
の
思
想
か
ら
世
親
・
曇
鸞
へ
と
い
う 
こ
と
で' 
単
純
に
親
鸞
独
自
の
展
開
と
言
っ
て
済
ま
す
こ
と
が
で 
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
親
鸞
独
自
と
い
う
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
た
ま
た
ま
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
『
選
択
集
』
の
付
嘱
を 
「綽
空
」
を
改
め
て
「善
信
」
の
名
で
受
け
、
そ
の
こ
と
の
意
味 
を
「親
鸞
」
と
い
う
名
で
確
認
す
る
必
然
性
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
 
ま
た
、空
(
中
略)
入
滅
し
た
も
う
。(
中
略)
然
る
に
愚
禿
釈
の
鸞
、
 
建
仁
辛
の
酉
の
暦
、
雑
行
を
棄
て
て
本
願
に
帰
す
。(
中
略) 
選
択
本
願
念
仏
集
は(
中
略)
年
を
渉
り
日
を
渉
り
て
、
そ 
の
教
誨
を
蒙
る
の
人
、
千
万
と
い
え
ど
も
、
親
と
云
い
疎
と 
云
い
、
こ
の
見
写
を
獲
る
の
徒
、
は
な
は
だ
も
っ
て
難
し
。 
し
か
る
に
既
に
製
作
を
書
写
し
、
真
影
を
図
画
せ
り
。
こ
れ 
専
念
正
業
の
徳
な
り
、
こ
れ
決
定
往
生
の
徴
な
り
。
仍
っ
て 
悲
喜
の
涙
を
抑
え
て
由
来
の
縁
を
註
す
。(
同
上) 
と
語
っ
て
い
る
こ
と
の
中
に
、
見
写
を
獲
た
者
と
し
て
、
単
に
僥 
倖
を
喜
ん
だ
り
、
ま
し
て
や
そ
れ
を
誇
っ
た
り
す
る
感
情
が
あ
る 
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
む
し
ろ
、
た
ま
た
ま
見
写
を
獲
た
門
徒 
の
「予
は
其
の-
」
で
あ
る
が
故
に
、
全
責
任
を
も
っ
て
、
「
愚 
禿
釈
の
鸞
」
の
名
の
も
と
に
明
確
に
せ
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
と 
い
う
よ
う
な
、
そ
う
い
う
使
命
感
を
感
ず
る
も
の
で
あ
る
。
 
『
選
択
集
』
の
付
嘱
を
「親
鸞
」
の
名
で
確
認
す
る
こ
と
は
必 
然
的
展
開
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
必
然
性
の
な
い
親
鸞
独 
自
の
主
張
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
少
し
く
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
尋
ね
て
み
よ
う
。
二
こ
の
「何
故
世
親
・
曇
鸞
か
」
と
い
う
問
題
を
『
選
択
集
』
の 
内
に
尋
ね
る
時' 
真
宗
興
隆
の
大
祖
源
空
が
文
字
通
り
立
教
開
宗 
を
説
示
す
る
第
一
教
相
章
、
す
な
わ
ち
「偏
依
善
導
」
を
貫
く
法 
然
が
、
唯
一
そ
の
師
道
綽
の
問
答
を
も
っ
て
開
い
た
章
の
中
で 
初
に
正
し
く
往
生
浄
土
を
明
か
す
の
教
と
い
う
は
、
三
経
一 
論
是
れ
な
り
。
三
経
と
い
う
は
、
一
つ
に
は
『
無
量
寿
経
』
、
 
二
つ
に
は
『
観
無
量
寿
経
』
、
三
つ
に
は
『
阿
弥
陀
経
』
な
り
。
 
ー
論
と
い
う
は' 
天
親
の
『
往
生
論
』
是
れ
な
り
。(
真
聖
全 
一-
九
三
一
頁
原
漢
文)
と
、
弥
陀
浄
土
の
三
部
経
と
天
親
の
『
往
生
論
』
を
も
っ
て
、
正 
明
往
生
浄
土
の
教
と
決
定
し
た
こ
と
の
意
味
を
ま
ず
考
え
な
け
れ 
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
よ
う
に' 
第
三
本
願
章
以
下
第 
十
六
章
ま
で
『
選
択
集
』
は
、
『
大
経
』
『
観
経
』
『
小
経
』
と
次
第 
し
て
三
部
経
か
ら
要
義
を
絞
っ
て
章
段
を
設
け
て
い
る
に
も
か
か 
わ
ら
ず
、
こ
の
一
論
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
『
往
生
論
』
か
ら 
の
引
用
が
な
い
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「速
や 
か
に
生
死
を
離
れ
ん
と
欲
」
う
衆
生
の
宗
教
的
要
求
を
明
か
し
、 
そ
の
教
相
を
示
そ
う
と
す
る
時
に' 
法
然
は
何
に
よ
っ
て
こ
の
三
経
一
論
の
決
定
を
行
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
法
然
は
、
す
で
に
東
大
寺
講
説
以
前
と
さ
れ
る
『
三
部
経
大
意
』 
の
冒
頭
に
双
巻
経
観
経
阿
弥
陀
経
、
是
を
浄
土
の
三
部
経
と
云
。
(
『
昭 
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
二
七
頁
原
カ
ナ
文
、
以
後
昭
法
と
略
す) 
と
示
し
て
、
三
部
経
を
釈
し
て
い
る
。
そ
し
て
『
選
択
集
』
の
原 
形
と
も
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
る
東
大
寺
講
説
の
三
経
の
釈
の
内
、
ま 
ず
『
無
量
寿
経
釈
』
第
三
浄
教
不
同
で
は 
此
の
経
を
以
っ
て
根
本
と
名
づ
け
、
余
経
を
以
っ
て
枝
末
と 
名
づ
く
。
亦
此
の
経
を
以
っ
て
正
往
生
の
教
と
名
づ
け
、
余 
経
を
以
っ
て
傍
往
生
の
教
と
名
づ
く
。
亦
此
の
経
を
以
っ
て 
有
所
往
生
の
教
と
名
づ
け
、
他
経
を
以
っ
て
無
所
往
生
の
教 
と
名
づ
く
。
亦
此
の
経
を
ば
往
生
具
足
の
教
と
名
づ
け
、
他 
経
を
ば
往
生
不
具
足
の
教
と
名
づ
く
。(
昭
法
六
ハ
頁
原
漢
文) 
と
述
べ
て
、
余
経
と
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
て
、
特
に
『
阿
弥
陀 
経
釈
』
の
第
一
で
は
ー
に
は
所
依
教
を
弁
ず
と
は' 
即
ち
是
れ
決
定
往
生
極
楽
所 
依
の
教
な
り
。(
昭
法
一
ニ
九
頁
原
漢
文)
と
示
し
、
夫
れ
説
く
所
の
往
生
極
楽
の
旨
、
経
論
其
の
数
甚
だ
多
く
し 
て
、
勝
計
す
べ
か
ら
ず
、
且
く
其
の
中
に
要
を
取
り
て
詮
を
抽
す
る
に' 
三
部
経
に
過
ぎ
る
こ
と
な
し
。
謂
く
無
量
寿
経 
-
観
経
・
阿
弥
陀
経
な
り
。(
昭
法
一
三
〇
頁
原
漢
文) 
と
語
っ
て
、
六
文
を
も
っ
て
そ
の
根
拠
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
の 
法
然
の
弁
を
抄
出
し
て
み
る
と'
ー
に
は
善
導
の
疏
文
〔
「散
善
義
」
読
誦
正
行
の
文
〕
 
一
心
に
専
ら
無
量
寿
経
・
観
経
・
阿
弥
陀
経
等
を
読
誦 
す
べ
し
。
今
此
の
文
に
依
っ
て
、
西
方
学
者
、
唯
専
ら
此
の
経
を
読 
誦
す
べ
し
。
二
に
は
天
台
の
十
疑
の
文
〔『
浄
土
十
疑
論
』
第
四
疑
〕
 
釈
迦
大
師
一
代
の
説
法
、
処
々
の
聖
教
に
唯
衆
生
を
勧 
め
て
専
心
に
偏
に
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
て
、
西
方
極
楽
世 
界
に
生
ず
る
こ
と
を
求
め
し
む
。
無
量
寿
経
・
観
経
・
 
往
生
論
等
の
如
し
。
今
此
の
文
に
依
っ
て
、
学
者
行
者
、
三
経
一
論
を
学
ぶ
べ 
し
。
三
に
は
慈
恩
の
要
決
の
文
〔『
西
方
要
決
釈
疑
通
規
』
四
修
の 
中
恭
敬
修
を
釈
す
る
文
〕
二
に
は
有
縁
の
像
教
を
敬
う(
中
略)
教
と
は
弥
陀
経 
等
を
五
色
の
袋
に
盛
れ
て
自
ら
も
読
み
他
に
も
教
う
。
 
今
文
、
西
方
行
者
専
ら
弥
陀
像
を
敬
い
、
専
ら
阿
弥
陀
経
等
を
読
誦
す
べ
し
。
此
の
中
の
等
と
は
、
意
、
寿
観
二
経
②
を
指
す
。
四
に
は
迦
才
の
浄
土
論
の
文 
彼
の
論
の
中
に
十
二
経
七
論
を
引
き
て
、
往
生
極
楽
の
証 
と
な
す
。
今
此
の
文
に
依
る
。
五
に
は
智
景
の
疏
文
意
、
迦
才
に
同
じ
。
今
亦
申
す
べ
か
ら
ず
。
 
六
に
は
恵
心
の
往
生
要
集
の
文
〔第
三
極
楽
証
拠
の
文
〕 
彼
の
往
生
要
集
の
中
に
、
亦
前
の
天
台
の
十
疑
、
迦
才
の 
浄
土
論
文
を
引
い
て
、
往
生
極
楽
の
証
と
な
す
。(
同
上) 
以
上
の
よ
う
に
、
善
導
・
天
台
，
慈
恩
・
迦
オ
・
智
景
・
恵
心
の 
六
師
の
文
を
示
し
た
上
で
、
之
を
以
っ
て
之
を
案
ず
る
に
、
往
生
極
楽
の
経
論
、
其
の
数 
あ
り
と
雖
も
、
此
の
三
部
経
を
以
っ
て
其
の
要
と
な
す
な
り
。
 
云
々
、
次
に
天
竺
に
は
天
親
・
覚
親
、
同
じ
く
無
量
寿
経
に 
依
っ
て
論
を
作
っ
て
自
他
の
往
生
を
勧
む' 
振
旦
に
は
、
恵 
遠
・
曇
鸞
、
或
は
寿
経
に
依
り
、
或
は
観
経
に
依
っ
て
念
仏 
し
讃
を
造
っ
て
各
の
往
生
極
楽
を
遂
ぐ
。
西
方
の
後
学
、
其 
の
跡
を
逐
う
べ
し
。(
同
上
ニ
ー
ニ 
頁
原
漢
文) 
と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
法
然
は
ま
ず
第
一
に
善
導
の
文
を 
置
い
て
証
拠
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
六
師
の
内
、
天
台
-
迦
オ
・
智
景
は
、
六
番
目
に
あ
げ
た
源
信
の
『
往
生
要
集
』
第 
三
大
文
極
楽
証
拠
に
依
っ
て
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
に
文
字 
通
り
「
三
経
一
論
」
と
い
う
名
を
出
し
て
、
天
親
な
ど
の
跡
を
逐 
う
べ
き
で
あ
る
と
勧
め
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
文
を
見
て
わ 
か
る
よ
う
に
、
極
楽
証
拠
門
の
意
の
如
く
、
こ
れ
は
十
方
な
ど
の 
浄
土
で
は
な
く
西
方
極
楽
を
勧
め
る
経
論
と
し
て
あ
げ
て
い
る
の 
で
あ
っ
て
、
そ
の
往
生
の
行
に
つ
い
て
は
、
読
誦
な
ど
の
行
を
も 
含
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
し
か
る
に
、
法
然
は
こ
れ
に
続
い
て
「
二
に
は
重
ね
て
二
行
を 
釈
す
」
と
科
し
て
、
『
要
集
』
第
八
大
文
念
仏
証
拠
の
文
を
も
と
に 
念
仏
と
諸
行
の
行
相
の
決
釈
を
し
よ
う
と
し
て
い
く
。
こ
の
念
仏 
証
拠
門
は
、
『
要
集
詮
要
』
な
ど
に
お
い
て
、
『
要
集
』
の
意
が
念 
仏
一
行
を
勧
め
る
も
の
で
あ
る
証
拠
と
し
て
法
然
が
特
に
注
目
し
・ 
そ
の
三
問
答
の
中
に' 
難
易
対
・
多
分
少
分
対
・
因
明
直
弁
対
・
 
自
説
不
自
説
対
・
摂
取
不
摂
取
対
・
随
宜
尺
理
対
の
六
義
を
見
出 
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
第
一
問
答
で
源
信
は
、
 
諸
の
聖
教
の
中
に
、
多
く
念
仏
を
以
っ
て
、
往
生
の
業
と
な 
す
文
甚
だ
多
し
、
略
し
て
十
文
を
出
だ
さ
ん
。(
昭
法
一
三
ニ 
頁
原
漢
文)
と
、
十
文
を
も
っ
て
念
仏
往
生
の
証
拠
の
文
と
し
て
い
る
。
す
な 
わ
ち
ー
、
占
察
経
下
巻
云
。
居
人
欲
生
他
方
現
在
浄
国
者
、
応
当 
随
彼
世
界
仏
之
名
字
、
専
意
誦
念
一
心
不
乱
。
如
上
観
察
者
、
 
決
定
得
生
彼
仏
浄
国
、
善
根
増
長
速
成
不
退
。
二
、
 
双
巻
経
三
輩
之
業
雖
有
浅
深
、
 
然
通
皆
云
一
向
専
念
無 
量
寿
仏
。
三
、
 
四
十
ハ
願
中
於
念
仏
一
門
、
 
別
発
一
願
云
。
乃
至
十
念 
若
不
生
者
不
取
正
覚
。
四
、
 
観
経
云
。
極
重
悪
人
無
他
方
便' 
唯
称
弥
陀
得
生
極
楽
。
五
、
 
同
経
云
。
若
欲
至
心
生
西
方
者
、
先
当
観
於
ー
丈
六
像
、
 
在
池
水
上
。
六
、
 
同
経
云
。
光
明
遍
照
十
方
世
界
、
念
仏
衆
生
摂
取
不
捨
。
七
、
 
阿
弥
陀
経
云
。
不
可
以
少
善
根
福
徳
因
縁
得
生
彼
国
。
 
舎
利
弗
、
若
有
善
男
子
善
女
人
、
聞
説
阿
弥
陀
仏' 
執
持
名 
号
、
若
一
日
乃
至
若
七
日
、
一
心
不
乱
、
其
人
臨
命
終
時
、
 
阿
弥
陀
仏
与
諸
聖
衆
、
現
在
其
前
。
是
人
終
時' 
心
不
顚
倒
、
 
即
得
往
生
。
ハ
、
般
舟
経
云
。
阿
弥
陀
仏
言
。
欲
来
生
我
国
者
、
常
念
我 
名
、
数
々
常
専
念
、
莫
有
休
息
。
得
来
生
我
国
。
九
、
鼓
音
声
経
云
。
若
有
四
衆
、
能
正
受
持
彼
仏
名
号
、
以
此
功
徳
、
臨
欲
終
時
、
阿
弥
陀
、
即
与
大
衆
往
此
人
所
、
令 
其
得
見
、
々
巳
得
生
。
十
、
往
生
論
、
以
観
念
仏
依
正
功
徳
、
為
往
生
業
。(
昭
法
一 
三
二
頁
・
返
点
送
り
仮
名
略)
の
十
文
で
あ
る
。
法
然
は
、
源
信
が
あ
げ
た
こ
の
十
文
を
受
け
て
、
 
今
此
の
文
を
案
ず
る
に' 
諸
の
聖
教
の
中
に
念
仏
往
生
の
業
、
 
其
の
文
甚
だ
多
し
、
布
施
等
の
諸
行
を
以
っ
て
往
生
の
業
と 
為
す
こ
と
は
、
其
の
文
即
ち
少
し
。
云
々
此
れ
即
ち
少
分
多 
分
の
意
な
り
。
今
念
仏
往
生
を
勧
む
る
は' 
多
分
の
意
に
依 
る
。(
同
上
原
漢
文)
と
、
そ
こ
に
少
分
多
分
の
意
を
見
て
い
く
。
こ
れ
ら
十
文
の
内
、
 
六
文
ま
で
が
三
部
経
か
ら
の
要
義
で
あ
り
、
論
と
し
て
引
か
れ
る 
の
は
、
唯
一
『
往
生
論
』
の
文
で
あ
る
。
し
か
も
注
意
す
べ
き
は
、
 
第
ハ
番
目
に
あ
げ
る
『
般
舟
経
』
の
文
で
あ
る
。
源
信
の
『
要
集
』 
所
引
、
並
び
に
法
然
の
『
要
集
釈
』
な
ど
に
お
い
て
は
、
三
巻
本 
の
『
般
舟
三
味
経
』
に
よ
っ
て
、
「当
念
我
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
 
そ
し
て
次
の
第
二
問
答
で
は' 
こ
の
『
般
舟
三
昧
経
』
の
文
を
受 
け
て
何
に
況
ん
や
仏
自
ら
既
に
当
に
我
を
念
ず
べ
し
と
言
え
る
を 
や
(
真
聖
全
一
・
ハ
ハ
三
頁
原
漢
文) 
と
述
べ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
法
然
は
こ
れ
を
「自
説
不
自
説
対
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
こ
の
『
阿
弥
陀
経
釈
』
で
は
、 
直
接
一
巻
本
の
『
般
舟
三
昧
経
』
に
よ
っ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は 
『
要
集
』
第
六
別
時
念
仏
門
の
尋
常
別
行
に
引
用
す
る
善
導
の
『
観
⑤
念
法
門
』
中
の
文
—
す
な
わ
ち
善
導
が
『
般
舟
三
昧
経
』
に
よ
っ 
て
念
仏
三
昧
を
明
か
す
文
—
に
よ
つ
た
も
の
か
、
「常
念
我
名
」
と 
引
用
し
、
こ
れ
を
「本
願
非
本
願
の
義(
昭
法
一
三
三
頁)
」
と
示 
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「常
念
我
名
」
の
一
句
は
、
『
選
択 
集
』
第
十
六
愍
勲
付
属
章
に
お
い
て
、
三
部
経
に
七
つ
の
選
択
を 
見
、
こ
れ
に
こ
の
一
巻
本
『
般
舟
三
昧
経
』
よ
り
「選
択
我
名(
真 
聖
全
一
・
九
八
九
頁)
」
を
加
え
て
、
弥
陀
，
釈
迦
・
諸
仏
の
ハ
選 
択
と
し
て
、
三
部
経
が
共
に
念
仏
を
選
ぶ
こ
と
を
宗
致
と
す
る
と 
0- 
決
定
し
て
い
く
と
こ
ろ
で
も' 
大
き
く
指
示
さ
れ
る
文
で
あ
る
。
 
ま
た
こ
の
三
部
経
か
ら
の
六
文
と
、
七
つ
の
選
択
、
あ
る
い
は
『
選 
択
集
』
十
六
章
段
と
の
関
連
性
を
見
て
い
っ
て
も
、
こ
の
源
信
の 
念
仏
証
拠
門
の
十
文
に
よ
っ
て
三
経
一
論
を
決
定
し
て
い
っ
た
の 
で
は
な
い
か
と
推
量
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
東
大
寺
講
説
以
後
の
講
説
記
録
と
さ
れ
る
『
逆 
修
説
法
』
に
お
い
て
、
又
或
る
師
の
云
く
。
彼
の
三
部
経
に
鼓
音
声
経
を
加
え
て
、
 
四
部
と
名
づ
く
と
。(
昭
法
二
三
六
頁
原
漢
文)
⑧
 
と
、
窺
基
の
『
阿
弥
陀
経
疏
』
に
従
っ
て
、
念
仏
証
拠
門
の
第
九
文
に
あ
げ
ら
れ
た
『
鼓
音
声
経
』
を
加
え
て
四
部
と
す
る
説
に
ふ 
れ
て
い
る
よ
う
に
、
源
信
の
念
仏
証
拠
門
の
十
文
の
説
示
が
、
法 
然
に
と
っ
て
三
経
一
論
を
決
定
す
る
根
拠
と
し
て
大
き
な
位
置
を 
占
め
た
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
が
、
そ
れ
が
直
ち
に
決
定
点
と
は 
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
源
信
が
こ
の
十
文
を 
受
け
て'此
の
中
に
『
観
経
』
の
下
下
品
、
『
阿
弥
陀
経
』
・
『
鼓
音
声 
経
』
は
、
但
名
号
を
念
ず
る
を
以
っ
て
往
生
の
業
と
為
せ
り
。 
何
に
況
ん
や
相
好
・
功
徳
を
観
念
せ
ん
を
や
。
(
真
聖
全
ー
・
 
八
ハ
三
頁
原
漢
文)
と
結
ん
で
い
る
言
葉
を
根
拠
と
し
て
、
『
要
集
詮
要
』
で
、
 
即
ち
観
念
は
勝
、
称
念
は
劣
な
り
。(
昭
法
五
頁
原
漢
文) 
と
結
論
し
て
い
る
。
故
に
、
『
往
生
論
』
の
主
旨
を
「
以
観
念
仏
依 
正
功
徳
、
為
往
生
業
」
と
領
解
し
て
い
る
源
信
の
説
示
は
、
観
念 
に
代
表
さ
れ
る
諸
行
に
対
し
て
、
称
名
念
仏
の
勝
に
し
て
易
な
る 
ゆ
え
ん
を
明
瞭
に
し
よ
う
と
す
る
法
然
に
と
っ
て
は
、
い
か
に
源 
信
が
世
親
の
『
往
生
論
』
に
順
じ
て
、
『
要
集
』
の
中
心
で
あ
る
正 
修
念
仏
を
五
念
門
で
明
か
し
て
い
る
と
は
い
え
、
内
容
と
し
て
こ 
の
十
文
の
と
こ
ろ
か
ら
『
往
生
論
』
を
一
論
と
確
か
め
る
こ
と
は
で 
き
な
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
で
は
法
然
は
何
に
よ
っ
て 
三
部
経
と
一
具
な
る
ー
論
を
位
置
付
け
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
四 
し
か
る
に
、
こ
の
三
経
一
論
の
決
定
と
同
時
に' 
教
相
章
は
、
 
浄
土
宗
の
師
資
相
承
を
明
示
す
る
こ
と
を
主
な
要
素
と
し
て
い
る
。
 
そ
れ
故
に
、
先
の
六
師
の
説
の
と
こ
ろ
で
も
「次
に
天
竺
に
は
天 
親
覚
親
(
中
略)
振
旦
に
は
恵
遠
曇
鸞
」
と
示
さ
れ
、
あ
る
い
は 
念
仏
証
拠
門
の
第
三
問
答
を
押
え
た
と
こ
ろ
で
、
 
即
ち
理
尽
に
非
ず
と
は
、 
仏
は
普
く
機
縁
に
逗
ま
り
て
、
念 
仏
・
諸
行
の
往
生
を
説
く
と
雖
も
ゝ
未
だ
委
し
く
念
仏
，
諸 
行
を
分
別
せ
ず'
四
依
の
論
師
後
に
出
世
し
て
、
仏
の
正
意
を 
捜
し
、
往
生
の
業
を
述
べ
る
の
日
、
諸
行
往
生
を
出
さ
ず
し
て
、
 
念
仏
往
生
を
出
す
。
今
、
 
如
来
随
宜
の
諸
行
を
指
し
置
き
て
、
 
四
依
理
尽
の
念
仏
の
行
に
依
る
と
。(
昭
法
一
三
三
頁
原
漢
文) 
と
語
っ
て
、
そ
こ
に
「如
来
随
宜
四
依
理
尺
の
義
」
を
見
て
い
く 
よ
う
に
、
如
来
随
機
随
縁
の
所
説
で
あ
る
諸
行
に
対
し
て
、
念
仏 
は
仏
意
を
得
て
理
を
尽
し
て
い
く
存
在
を
必
然
し
、
あ
る
い
は
そ 
の
相
承
を
法
然
は
問
題
と
し
て
い
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す 
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に' 
法
然
は
こ
の
東
大
寺
で
の
『
阿 
弥
陀
経
釈
』
の
最
後
で
、
師
資
相
承
を
否
定
的
に
語
り
な
が
ら
、
 
そ
こ
に
聖
道
の
師
資
相
承
と
違
う
意
味
を
確
か
め
る
こ
と
を
志
向 
し
、
『
選
択
集
』
に
先
行
す
る
建
久
五
年(
ー
ー
九
四
・
法
然
六
十
二
歳)
頃
の
『
逆
修
説
法
』
に
お
い
て
、
未
整
理
な
が
ら
も
浄
土 
宗
に
も
師
資
相
承
の
血
脈
次
第
が
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て' 
弥
陀 
化
身
の
善
導
一
師
に
偏
依
す
る
と
明
記
す
る
『
選
択
集
』
に
至
っ 
て
、
明
確
に
浄
土
宗
の
三
流
二
系
統
の
師
資
相
承
を
明
か
す
わ
け 
で
あ
る
。
こ
の
師
資
相
承
の
問
題
は
、
『
選
択
集
』
の
中
心
と
も
言 
え
る
本
願
章
の
勝
劣
・
難
易
の
義
に
お
い
て
見
ら
れ
る
第
十
七
願 
の
諸
仏
称
名
を
、
抽
象
的
諸
仏
観
で
は
な
し
に
、
具
体
的
姿
と
し⑨ 
て
明
か
そ
う
と
し
た
も
の
と
受
領
す
る
こ
と
で
き
る
の
で
あ
る
が. 
そ
の
未
整
理
と
さ
れ
る
『
逆
修
説
法
』
の
第
五
七
日
の
講
説
に
お 
い
て
、
「往
生
浄
土
の
祖
師
の
五
影
像
を
図
絵(
昭
法
二
六
三
頁)
」 
す
る
意
を
述
べ
る
と
こ
ろ
で
、
法
然
は
浄
土
宗
の
師
資
相
承
に
二 
説
あ
る
こ
と
を
示
し
て' 
曇
鸞-
道
綽
・
善
導
・
蟻
感
・
小
康
の 
五
祖
の
伝
記
に
注
目
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
五
祖
の
伝
記
は
、
教 
相
章
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
主
に
『
唐
』
『
宋
』
の
両
高
僧
伝
に
依 
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が' 
そ
の
記
述
で
注
意
す
べ
き
は
、
 
曇
鸞
法
師
は(
中
略)
初
め
は
寿
長
し
て
仏
道
を
行
ぜ
ん
が 
為
に
、
陶
隠
居
に
値
っ
て
仙
経
を
習
い(
中
略)
後
に
は
菩 
提
流
支
三
蔵
に
値
い
奉
っ
て(
中
略)
爾
の
時
忽
ち
に
改
悔 
心
を
起
し
て
、
仙
経
を
焼
い
て
自
行
化
他
一
向
に
往
生
浄
土 
の
法
を
専
に
し
て
、(
中
略)
道
綽
禅
師
は
、
本
涅
槃
の
学
匠
也
。
(
中
略)
即
ち
涅
槃
の
講
説
を
捨
て
て' 
一
向
に
専
ら
念
仏
を
修
し
て
、(
中
略) 
善
導
和
尚
未
だ
観
経
を
得
ざ
る
前
に
、
三
昧
を
得
給
な
る
か 
と
覚
え
候
。
其
の
故
は
道
綽
禅
師
に
値
っ
て
観
経
を
得
、
後 
に
此
の
経
の
所
説
、
我
が
前
見
に
同
じ
と
。(
中
略) 
懐
感
禅
師
は
法
相
宗
の
学
匠
な
り
、
広
く
経
典
を
解
す
と
も 
念
仏
を
ば
信
ぜ
ず
。
(
中
略)
感
禅
師
殊
に
高
声
念
仏
を
勧 
め
給
え
り
。
小
康
は
本
は
持
経
者
な
り
。(
昭
法
二
六
四
頁-
原
漢
文
中
略
筆 
者)
な
ど
と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
本
か
ら
三
昧
を
得
て
い
た
善
導
を 
例
外
と
し
て
、
全
て
が
本
は
何
宗
の
学
匠
で
あ
っ
た
が' 
廻
心
以 
後
自
行
化
他
往
生
浄
土
を
専
ら
に
し
た
と
い
う
記
述
で
一
貫
す
る 
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
続
く
第
六
七
日
の
講
説
で
、
教
相
章
と
同
じ
く
立
教
開 
宗
を
問
題
に
し
、
諸
宗
で
も
、
聖
道
・
浄
土
ー
ー
門
を
述
べ
る
例
を 
示
し
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
く
。
此
の
花
厳
・
天
台
・
達
磨
・
真
言
の
四
宗
は
、
或
は
即
身
成 
仏
、
或
は
即
心
是
仏
に
し
て
、
皆
仏
乗
の
聖
道
な
り
。
其
の 
中
に
自
ら
往
生
を
説
く
と
雖
も
、
正
し
き
意
に
は
非
ず' 
傍 
の
義
な
り
。
三
論
・
法
相
は
、
又
歴
劫
成
仏
の
旨
を
明
か
す
、
 
是
は
菩
薩
乗
の
聖
道
な
り
。
三
論
宗
の
祖
師
嘉
祥
は
、
観
経
双
巻
経
俱
に
疏
を
造
り
た
れ
ど
も
、
浄
土
を
用
い
て
我
が
本 
意
と
な
さ
ざ
る
が
故
に
委
し
く
釈
せ
ず
。
此
の
朝
に
は
元
興 
寺
の
智
光
・
頼
光
、
本
宗
を
捨
て
て
浄
土
門
に
入
り
、
智
光 
は
往
生
論
の
疏
を
造
れ
り
、
近
く
は
永
観
念
仏
の
一
門
に
入 
り
、
往
生
十
因
を
造
る
。
此
れ
等
も
猶
本
宗
の
意
に
て
は
往 
生
を
沙
汰
せ
ず
、
皆
本
宗
を
捨
て
て
浄
土
に
は
入
る
な
り
。
 
法
相
宗
の
祖
師
慈
恩
大
師
は
西
方
要
決
を
造
り
、
偏
え
に
往 
生
浄
土
を
勧
む
と
雖
も
、
自
宗
の
意
に
非
ず
。
但
化
道
の
為 
に
往
生
の
旨
を
剰
釈
し
給
う
な
り
。
然
れ
ば
自
身
は
兜
率
に 
上
生
し
給
え
り
。(
昭
法
一
ー
七
ー
頁
原
漢
文) 
す
な
わ
ち
、
諸
宗
に
お
い
て
往
生
浄
土
が
語
ら
れ
る
時
は' 
傍
義 
と
し
て
語
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
自
宗
・
本
宗
の
正
意
・
本
意
と
し 
て
釈
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
化
道
の
た
め
に
剩
釈
す
る
に
す 
ぎ
な
い
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
法
然
が
見
て
い
た
も
の
は 
何
で
あ
ろ
う
か
。
い
か
に
即
身
成
仏
・
即
心
是
仏
を
誇
る
仏
乗
と 
い
え
ど
も
、
ど
こ
か
に
厭
穢
欣
浄
を
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ 
た
、
聖
道
諸
宗
の
不
完
全
性
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も' 
自
宗
の 
本
意
で
は
な
く
し
て
、
 
た
だ
他
を
化
道
す
る
た
め
に
剰
釈
す
る
欺 
瞞
性
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
寓
宗
と
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
往
生 
浄
土
の
教
え
を
、
真
に
宗
と
し
て
独
立
せ
し
め
よ
う
と
し
た
法
然 
の
視
座
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
意
を
受
け
る
よ
う
に
、
法
然
は
教
相
章
で
、
 
凡
そ
此
の
『
集
』
の
中
に
、
聖
道
・
浄
土
の
二
門
を
立
つ
る 
意
は
、
聖
道
を
捨
て
て
浄
土
門
に
入
ら
し
め
ん
が
為
な
り
。
 
此
に
就
い
て
二
つ
の
由
あ
り
。
一
に
は
大
聖
を
去
る
こ
と
遙 
遠
な
る
に
由
る
、
二
に
は
理
深
く
解
微
な
る
に
由
る
。
此
の 
宗
の
中
に
二
門
を
立
つ
る
こ
と
は
、
独
り
道
綽
の
み
に
非
ず
、
 
曇
鸞
・
天
台
・
迦
オ
・
慈
恩
等
の
諸
師
、
皆
此
の
意
あ
り
。
 
(
真
聖
全
ー
・
九
三
二
頁
原
漢
文)
と
、
二
由
を
も
っ
て
道
綽
が
二
門
を
立
て
る
意
を
示
し
、
そ
れ
が
、
 
曇
鸞
・
天
台
・
迦
オ
・
慈
恩
ら
に
も
あ
る
と
し
な
が
ら
、
そ
の
師 
資
相
承
を
明
示
す
る
直
前
に
、
浄
土
宗
の
学
者
、
 
先
づ
須
ら
く
此
の
旨
を
知
る
べ
し
。
設
い 
先
に
聖
道
門
を
学
せ
る
人
な
り
と
雖
も
、
若
し
浄
土
門
に
於 
て
其
の
志
あ
ら
ば
、
須
ら
く
聖
道
を
棄
て
て
浄
土
に
帰
す
べ 
し
。
例
せ
ば
、
彼
の
曇
鸞
法
師
は
四
論
の
講
説
を
捨
て
て
ー 
向
に
浄
土
に
帰
し
、
道
綽
禅
師
は
涅
槃
の
広
業
を
閣
き
て
偏 
に
西
方
の
行
を
弘
め
し
が
如
し
。
上
古
の
賢
哲
、
 
猶
以
て
此 
の
如
し
。
末
代
の
愚
魯
、
寧
ろ
之
に
遵
わ
ざ
ら
ん
や
。(
同
上 
九
三
三
頁
原
漢
文)
と
い
う
よ
う
に
、
浄
土
宗
の
学
者
と
し
て
、
い
か
に
末
代
の
愚
魯 
と
い
え
ど
も
、
曇
鸞
・
道
綽
に
遵
っ
て
「
棄
聖
道
帰
浄
土
」
す
べ
き
こ
と
を
強
く
要
請
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「自
行
化
他 
唯
だ
念
仏
を
繹
と
す
」
る
法
然
の
生
涯
を
貫
く
信
念
で
あ
ろ
う
。
五 
こ
の
よ
う
な
強
い
要
請
を
鮮
明
に
す
る
法
然
に
と
っ
て
、
そ
こ 
に
位
置
付
け
た
曇
鸞
の
易
行
道
は
、
謂
く
但
信
仏
の
因
縁
を
以
っ
て
浄
土
に
生
ぜ
ん 
と
願
ず
。
仏
願
力
に
乗
じ
て
便
ち
彼
の
清
浄
の
土
に
往
生
を 
得
し
む
。
仏
力
住
持
し
て
即
ち
大
乗
正
定
の
聚
に
入
る
。
正 
定
は
即
ち
是
れ
阿
毘
跋
致
な
り
。
譬
え
ば
水
路
に
船
に
乗
じ 
て
則
ち
楽
し
き
が
如
し
と
。(
真
聖
全
一
・
九
三
二
頁
原
漢
文) 
と
い
う
『
往
生
論
註
』
の
冒
頭
の
言
葉
は
、
単
に
道
綽
の
意
を
輔 
助
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
法
然 
が
選
択
本
願
念
仏
と
示
し
た
仏
道
は
、
称
名
念
仏
こ
そ
が
、
一
切 
衆
生
を
し
て
平
等
に
回
向
を
用
い
ず
し
て
自
然
に
往
生
の
業
と
な 
る
と
い
う
、
そ
の
勝
に
し
て
易
な
る
こ
と
を
明
か
す
こ
と
で
あ
る" 
そ
れ
故
に
、
衆
生
の
私
性
を
払
拭
し
き
れ
な
い
菩
提
心
を
徹
底
し 
て
廃
撫
し
、
二
種
深
信
と
い
う
信
心
の
み
が
涅
槃
の
城
の
能
入
と 
な
る
因
で
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に 
こ
の
『
論
註
』
の
冒
頭
の
押
え
こ
そ
、
そ
れ
を
端
的
に
語
る
も
の 
で
あ
る
。
『
往
生
論
』
が
五
念
門
と
示
す
仏
道
が
、
釈
尊
の
入
滅
を
知
り
五
濁
を
生
き
る
衆
生
に
と
っ
て
文
字
通
り
易
行
道
と
し
て 
成
就
す
る
ゆ
え
ん
は' 
そ
の
「
信
仏
の
因
縁
」
と
し
て
成
立
す
る 
信
心
に
お
い
て' 
願
力
に
乗
じ
、
仏
力
に
住
持
せ
ら
れ
て
、
往
生 
が
決
定
し
「
大
乗
正
定
の
聚
に
帰
入
す
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
 
そ
こ
に
自
力
聖
道
的
色
彩
の
強
い
「観
念
彼
仏
依
正
功
徳
」
と
い 
う
領
解
か
ら
、
「乗
仏
願
力
仏
力
住
持
」
と
い
う
他
力
持
の
仏
道
と 
し
て
『
往
生
論
』
の
領
解
を
明
確
に
押
え
直
す
こ
と
と
な
る
の
で 
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
単
な
る
教
証
・
文
証
と
し
て
得
た
確
信
で
は
な 
し
に
、
曇
鸞
の
「
焼
仙
経
、
自
行
化
他
一
向
専
往
生
浄
土
法
、
即 
造
往
生
論
註
並
略
論
安
楽
浄
土
義
等
文
矣
」
と
い
う
廻
心
の
事
実 
が
証
誠
す
る
こ
と
に
対
す
る
具
体
的
な
頷
き
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
 
そ
れ
故
に
こ
そ
、
い
か
に
末
代
の
愚
魯
と
い
え
ど
も
、
浄
土
宗
の 
学
者
と
し
て
、
廻
心
を
明
確
に
す
る
曇
鸞
、
道
綽
の
賢
哲
に
遵
う 
べ
き
で
あ
る
と
強
く
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
『
論
註
』
は
、
た
だ
『
論
』
の
語
る
仏
道
を
他
力
易 
行
道
と
明
確
に
押
え
た
と
い
う
こ
と
の
み
な
ら
ず'
「
三
経
一
論
」
 
と
い
う
こ
と
を
明
か
し
た"1
矢
で
あ
る
の
も' 
周
知
の
事
実
で
あ 
る
。
曇
鸞
は
続
い
て
、
無
量
寿
は
是
れ
安
楽
浄
土
の
如
来
の
別
号
な
り
。
釈
迦
牟
尼 
仏
、
王
舎
城
及
び
舎
衛
国
に
在
し
て
、
大
衆
の
中
に
し
て
無 
量
寿
仏
の
荘
厳
功
徳
を
説
き
た
ま
え
り
。
即
ち
仏
の
名
号
を
以
っ
て
経
の
体
と
為
す
。
後
の
聖
者
婆
数
槃
頭
菩
薩
、
如
来 
大
悲
の
教
を
服
膺
し
、
経
に
傍
え
て
願
生
の
偈
を
作
れ
り
。
 
復
長
行
を
造
っ
て
重
ね
て
梵
言
を
釈
す
。
(
真
聖
全
一1
一
七 
九
頁
原
漢
文)
と
述
べ
て
、
『
浄
土
論
』
が
三
経
通
申
で
あ
り
、
そ
の
如
来
大
悲
の 
教
を
服
膺
す
る
が
故
に
、
仏
の
所
説
十
二
部
経
の
中
に
論
議
経
あ
り
、
優
波
提
舎
と
名 
づ
く
。
若
し
復
仏
の
諸
の
弟
子
、
仏
の
経
教
を
解
し
て
仏
義 
と
相
応
せ
ば
、
仏
亦
許
し
て
、
優
波
提
舎
と
名
づ
く'
仏
法 
の
相
に
入
る
を
以
っ
て
の
故
に(
同
上
二
八
〇
頁) 
と
、
仏
義
と
相
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
の
許
し
の
も
と
に
、
 
仏
所
説
と
同
じ
優
波
提
舎
と
し
て
、
仏
法
の
相
に
入
る
も
の
で
あ 
る
と
示
す
の
で
あ
る
。
こ
の
経
と
論
と
の
関
係
こ
そ
、
法
然
が 
正
し
く
往
生
浄
土
を
明
か
す
の
教
と
い
う
は
、
三
経
一
論
是 
れ
な
り
。(
真
聖
全
一
・
九
三
一
頁
原
漢
文) 
と
端
的
に
押
え
た
意
味
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
正
明
往
生
浄
土
の 
教
」
は
、
「傍
明
往
生
浄
土
の
教
」
が
「
明
諸
往
生
浄
土
の
諸
経
」 
と
「
明
諸
往
生
浄
土
の
諸
論
」
と
し
て
あ
る
よ
う
に
、
何
の
関
係 
も
な
く
た
だ
経
と
論
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
い
。
三
経
が
一
論
を 
生
み
出
し
、
一
論
が
三
経
を
決
定
す
る
も
の
と
し
て
な
い
な
ら
ば. 
そ
れ
は
単
な
る
寄
せ
集
め
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
そ
の
生
き
た
関
係
を
見
定
め
る
眼
は
、
如
来
大
悲
の
教
を
服
膺
し
て
い
る
存 
在
へ
の
響
感
に
お
い
て
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
で 
一
句
一
字
も
加
減
す
べ
か
ら
ず
。
写
さ
ん
と
欲
わ
ん
者
は
、
 
一
つ
に
経
法
の
如
く
せ
よ
。
応
に
知
る
べ
し
。(
真
聖
全
ー
・
 
九
九
三
頁
原
漢
文)
と
語
る
善
導
の
精
神
に
触
れ
偏
依
し
え
た
法
然
ゆ
え
に
こ
そ' 
曇 
鸞
の
『
論
』
の
内
容
領
解
、
三
経
一
論
の
確
認
へ
の
響
感
が
で
き 
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
法
然
が
三
経
一
論
と
明
示
し
な
が
ら
、
 
『
往
生
論
』
を
引
か
ず
、
し
か
も
直
後
に
『
論
註
』
の
冒
頭
の
言 
葉
を
置
い
て
、
浄
土
宗
の
学
者
と
し
て
そ
の
志
が
あ
る
な
ら
ば
、
 
曇
鸞
，
道
綽
に
遵
っ
て
「棄
聖
道
帰
浄
土
」
す
べ
し
と
命
ず
る
言 
葉
を
ど
う
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
曇
鸞
の
指
示
の 
ご
と
く
『
往
生
論
』
を
領
解
す
べ
し
と
い
う
要
請
で
あ
り
、
ま
た 
そ
の
三
経
一
論
の
呼
応
の
中
で
、
「棄
聖
道
帰
浄
土
」
と
い
う
事
実 
を
確
認
し
尽
せ
と
い
う
熱
い
主
張
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
 
こ
の
よ
う
な
強
い
要
請
を
も
っ
て
『
選
択
集
』
の
書
写
を
許
し 
た
法
然
は' 
同
時
に
自
ら
の
真
影
の
図
画
を
も
許
し
て
い
く
の
で 
あ
る
。
先
の
『
逆
修
説
法
』
で
、
五
祖
の
影
像
を
図
絵
す
る
意
味 
に
つ
い
て
、
法
然
は
先
づ
恩
徳
を
報
ぜ
ん
が
為
、
次
に
賢
を
見
て
は
斉
等
か
ら
ん 
事
を
思
う
故
な
り
。(
昭
法
二
六
三
頁
原
漢
文)
と
、
二
つ
の
意
味
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
要
請
し
そ
の
意 
味
を
示
す
法
然
に
対
し
て
、
親
鸞
は
ど
の
よ
う
に
そ
れ
を
聞
き
取 
り
答
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
「親
鸞
」
と 
い
う
名
告
り
こ
そ
、
文
字
通
り
法
然
の
師
教
の
恩
厚
を
仰
ぎ
応
答 
し
よ
う
と
し
た
名
告
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
師
の
真 
影
を
目
前
に
す
る
時
、
そ
こ
に
は 
賢
者
の
信
を
聞
い
て
愚
禿
が
心
を
顕
す 
賢
者
の
信
は
内
は
賢
に
し
て
外
は
愚
な
り 
愚
禿
が
心
は
内
は
愚
に
し
て
外
は
賢
な
り(
定
本
二
漢
文
篇
・ 
三
頁
原
漢
文)
と
い
う
明
ら
か
な
違
い
が
見
定
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
も
そ
の
違 
い
を
捨
象
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
本
質
に
お
い
て
師
弟
一
味
を
現 
成
す
る
本
願
の
世
界
を
開
顕
す
べ
く
、
親
鸞
は
自
ら
の
「
棄
雑
行 
帰
本
願
」
の
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ 
う
か
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
時
、
『
選
択
集
』
で
「
三
経
一
論
」
を
明 
示
し
「
立
教
開
宗
」
し
て
い
く
法
然
は
、
あ
え
て
そ
の
三
経
の
説 
示
の
み
を
明
か
し
て
、
『
論
』
『
論
註
』
の
如
く
理
を
尺
し
て
結
実 
す
べ
き
存
在
を
待
ち
望
ん
で
い
た
と
領
解
す
る
こ
と
も
、
ま
ん
ざ 
ら
読
み
込
み
過
ぎ
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
し
か 
し
そ
れ
は
自
ら
「親
鸞
」
と
名
告
っ
て
、
「
按
宗
顕
教
」
し
て
い
く
親
鸞
の
姿
が
あ
る
か
ら
わ
か
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味 
に
お
い
て
、
「親
鸞
」
と
い
う
名
告
り
は
、
法
然
か
ら
の
必
然
的
展 
開
で
あ
る
と
同
時
に
、
誰
人
と
い
え
ど
も
な
し
え
な
か
っ
た
独
自 
な
る
開
顕
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て' 
伝
承
の
巻
た
る
行
巻
の
正 
信
偈
で
押
え
た 
還
来
生
死
輪
転
家
決
以
疑
情
為
所
止 
速
入
寂
静
無
為
楽 
必
以
信
心
為
能
入(
定
本
一
・
九
一
頁
返 
点
送
り
仮
名
略)
と
い
う
法
然
の
説
示
を
受
け
る
よ
う
に
、
己
証
の
巻
た
る
信
文
類 
序
が
、愚
禿
釈
の
親
鸞
、
諸
仏
如
来
の
真
説
に
信
順
し
て' 
論
家
釈 
家
の
宗
義
を
披
閲
す
。
広
く
三
経
の
光
沢
を
蒙
っ
て
、
特
に 
一
心
の
華
文
を
開
く
。
〔定
本
一
・
九
五
頁
原
漢
文) 
と
、
正
明
往
生
浄
土
の
教
で
あ
る
「
三
経
一
論
」
を
も
っ
て
明
ら 
か
に
し
尽
そ
う
と
す
る
の
は' 
そ
の
信
心
が
、
そ
の
教
に
お
い
て 
文
字
通
り
涅
槃
に
能
入
せ
し
め
る
「
信
仏
の
因
縁
」
と
し
て
い
か 
に
成
就
す
る
か
否
か
の
吟
味
に
他
な
ら
な
い
。
註
①
 
定
本
六
写
伝
篇⑵
，
三
頁
。
②
 
こ
の
後
に
は
、
こ
の
『
西
方
要
決
』
は
慈
恩
の
作
で
あ
る
か
ど
う
か
の
疑
義
の
注
記
が
あ
る
。
③ 
「
云
々
」
以
下
の
六
十
九
字
正
徳
版
に
な
し
。
④ 
源
信
自
身
は
第
十
問
答
料
簡
の
助
道
人
法
で
示
す
よ
う
に
、
そ
れ 
ぞ
れ
の
経
論
の
特
徴
を
認
め
て
限
定
し
て
は
い
な
い
。
(
真
聖
全
ー
-
九
二
三
頁)
⑤
 
真
聖
全
一
・
ハ
四
ハ
頁
。
『
般
舟
三
昧
経
』
は
大
正
蔵
一
三
・
ハ
九 
七
蔦
⑥
 
本
願
非
本
願
と
あ
る
か
ら
第
十
七
願
文
の
「
称
我
名
」
と
の
関
係 
も
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
⑦
 
こ
の
『
阿
弥
陀
経
釈
』
で
も
こ
の
八
選
択
は
最
末
で
明
か
さ
れ
て 
い
る
。(
昭
法
一
四
四
頁)
⑧ 
大
正
蔵
三
七
・
三
一
三%
⑨
 
『
親
鸞
教
学
』
第
四
十
六
号
所
収
の
拙
論
「
大
行
の
源
泉
」
五
七 
頁
参
照
。
⑩ 
『
西
方
指
南
抄
』
で
は
、
こ
の
第
五
七
日
に
説
か
れ
た
五
祖
真
影 
を
第
三
七
日
の
諸
仏
証
誠
を
語
る
と
こ
ろ
の
次
に
記
し
て
い
る
。(
定 
本
五
輯
録
篇⑴
・
七
七
頁)
⑪
真
聖
全
一
・
九
九
三
頁
。
⑫
『
安
楽
集
』
第
三
大
門
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
道
綽
の
聖
浄
二
門 
は
、
か
え
っ
て
曇
鸞
の
難
行
道
易
行
道
を
弁
ず
る
と
こ
ろ
か
ら
開
か 
れ
た
も
の
で
あ
る
。
⑬
 
親
鸞
が
、
『
高
僧
和
讃
』
な
ど
で
特
に
曇
鸞
の
行
実
に
つ
い
て
注 
目
す
る
の
も
、
こ
の
よ
う
な
法
然
の
指
示
の
影
響
が
あ
る
の
で
あ
ろ 
う
。
⑭
教
巻
の
「
謹
按
浄
土
真
宗:
：:
顕
真
実
教
」
の
意
。
